
 

令和６年度 

志布志市立学校給食センター 

 食
た

べることはごく当
あ

たり前
まえ

のことで、「かんで飲
の

み込
こ

む」という動
どう

作
さ

を意
い

識
しき

しながら食
た

べて

いる人
ひと

はあまりいないかもしれません。ですが、食
た

べ物
もの

の形
けい

状
じょう

によっては、よくかまずに飲
の

み込
こ

んでしまうと窒
ちっ

息
そく

する危
き

険
けん

性
せい

があります。給
きゅう

食
しょく

を安
あん

全
ぜん

においしく食
た

べるために、以
い

下
か

の

ことに気
き

をつけましょう。 

 

正
ただ

しい姿
し

勢
せい

で 

食
た

べましょう。 

 

食
た

べやすい大
おお

きさに 

してから口
くち

に入
い

れ 

ましょう。 

 

よくかむことを意識
い し き

しましょう。 

 

食
た

べ物
もの

が口
くち

に入
はい

ってい

るときにはしゃべり 

ません。 

 

食
た

べている人
ひと

を笑
わら

わせたり

驚
おどろ

かせたりしてはいけま

せん。 

 

早
はや

食
ぐ

いは危
き

険
けん

です。

絶
ぜっ

対
たい

やめましょう。 

 

「人
じん

生
せい

100年
ねん

時
じ

代
だい

」といわれるようになりました。生
しょう

涯
がい

にわたって、心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

で

生
い

き生
い

きと暮
く

らしていくために、あらゆる世
せ

代
だい

の人
ひと

が「食
た

べる力
ちから

」を身
み

につける必
ひつ

要
よう

が

あります。特
と く

に、子
こ

どもたちに対
たい

しては、健
けん

全
ぜん

な心
こころ

と体
からだ

を培
つちか

い、豊
ゆた

かな人
にん

間
げん

性
せい

を育
はぐく

んで

いく基
き

礎
そ

となる「食
しょく

育
いく

」を、家
か

庭
てい

・学
がっ

校
こう

・地
ち

域
いき

が連
れん

携
けい

し、推
すい

進
しん

していくことが重
じゅう

要
よう

です。 

食
た

べる意
い

欲
よく

の基
き

礎
そ

をつく

り、食
しょく

の体
たい

験
けん

を広
ひろ

げる 

買
か

い物
もの

や料
りょう

理
り

など、 

一
いっ

緒
しょ

に食
しょく

事
じ

の支
し

度
たく

をする 

食
しょく

の体
たい

験
けん

を深
ふか

め、自
じ

分
ぶん

らし

い食
しょく

生
せい

活
かつ

を実
じつ

現
げん

する 

健
けん

全
ぜん

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を実
じっ

践
せん

し、

次
じ

世
せ

代
だい

へ伝
つた

える 

食
しょく

を通
つう

じた豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

の実
じつ

現
げん

、次
じ

世
せ

代
だい

へ食
しょく

文
ぶん

化
か

や食
しょく

に関
かん

する知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

を伝
つた

える 

家
か

族
ぞく

や仲
なか

間
ま

と楽
たの

しく

食
しょく

卓
たく

を囲
かこ

む 

地
ち

域
いき

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

や 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

を味
あじ

わう 

心
こころ

と身
しん

体
たい

の健
けん

康
こう

を維
い

持
じ

できる 

食
しょく

事
じ

の重
じゅう

要
よう

性
せい

や楽
たの

しさを理
り

解
かい

する 

食
た

べ物
もの

の選
せん

択
たく

や 

食
しょく

事
じ

づくりができる 

一
いっ

緒
しょ

に食
た

べたい人
ひと

がいる

（社
しゃ

会
かい

性
せい

） 

日
にほん

本の食
しょく

文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し、

伝
つた

えることができる 

食
た

べ物
もの

やつくる人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

 


